
府

令

省

令

訓

令

平成™›年›月˜Ÿ日 水曜日 第œ�Ÿš号官 報
〇
内
閣
府
令
第
三
十
六
号

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
七
条

の
二
第
一
項
及
び
第
百
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百
九
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
百
二
十

七
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
険
業
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
四
年
四
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条

削
除

第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
総
資
産
」
の
下

に「（
特
別
勘
定
又
は
積
立
勘
定
（
第
三
十
条
の
三
第
一
項

（
第
六
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
よ
り
設
け
る
勘
定
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ロ
a
に
お
い
て

同
じ
。）を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
別
勘
定
又

は
積
立
勘
定
に
属
す
る
も
の
と
し
て
経
理
さ
れ
た
資
産
を

除
く
。
次
項
第
一
号
及
び
第
四
十
八
条
の
五
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。）」
を
、「
そ
の
他
有
価
証
券
」
の
下
に「（
財
務

諸
表
等
規
則
第
八
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
そ
の
他
有

価
証
券
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号

中
「
積
立
勘
定
資
産
」
を
「
当
該
積
立
勘
定
に
属
す
る
も

の
と
し
て
経
理
さ
れ
た
資
産（
次
項
第
二
号
に
お
い
て「
積

立
勘
定
資
産
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、「
前
号
」の
下
に「
イ

か
ら
ヘ
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
総

資
産
の
額
に
百
分
の
十
」
を
「
総
資
産
の
額
（
そ
の
他
有

価
証
券
に
あ
っ
て
は
、
貸
借
対
照
表
計
上
額
の
合
計
額
が

帳
簿
価
額
の
合
計
額
を
上
回
る
場
合
に
は
帳
簿
価
額
の
合

計
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
十
八
条
の
五
第
二

項
に
お
い
て
同
じ
。）に
百
分
の
十
」
に
、「
こ
の
条
及
び
第

四
十
八
条
の
五
」
を
「
こ
の
号
及
び
第
四
十
八
条
の
五
第

二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中「
総
額
」の
下
に「（
そ

の
他
有
価
証
券
に
あ
っ
て
は
、
貸
借
対
照
表
計
上
額
の
合

計
額
が
帳
簿
価
額
の
合
計
額
を
上
回
る
場
合
に
は
帳
簿
価

額
の
合
計
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
中
「
、
第
四
十
八
条
、
第

四
十
八
条
の
三
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
三
」に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
住
所
」を
削
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

削
除

第
九
十
二
条
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第

三
項
、
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
四
十
八
条
の

五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
十

八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
百
四
十
条
第
一
項
及
び

第
三
項
並
び
に
」
及
び
「
、
第
百
四
十
条
」
を
削
る
。

第
百
五
条
の
八
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び

第
三
項
、
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
四
十
八
条

の
五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四

十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条

削
除

第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
総
資
産
」
の
下

に「（
特
別
勘
定
又
は
積
立
勘
定
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
特
別
勘
定
又
は
積
立
勘
定
に
属
す
る
も
の
と
し

て
経
理
さ
れ
た
資
産
を
除
く
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
積
立
勘
定
資
産
」
を

「
当
該
積
立
勘
定
に
属
す
る
も
の
と
し
て
経
理
さ
れ
た
資

産（
次
項
第
二
号
に
お
い
て「
積
立
勘
定
資
産
」と
い
う
。）」

に
、「
前
号
に
掲
げ
る
資
産
」
を
「
前
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に

掲
げ
る
資
産
の
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
中

「
総
資
産
の
額
に
百
分
の
十
」
を
「
総
資
産
の
額
（
そ
の

他
有
価
証
券
に
あ
っ
て
は
、
貸
借
対
照
表
計
上
額
の
合
計

額
が
帳
簿
価
額
の
合
計
額
を
上
回
る
場
合
に
は
帳
簿
価
額

の
合
計
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
百

分
の
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
総
額
」
の
下
に

「（
そ
の
他
有
価
証
券
に
あ
っ
て
は
、
貸
借
対
照
表
計
上

額
の
合
計
額
が
帳
簿
価
額
の
合
計
額
を
上
回
る
場
合
に
は

帳
簿
価
額
の
合
計
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
加
え
る
。

第
百
六
十
条
中
「
、
第
四
十
八
条
、第
四
十
八
条
の
三
」

を
「
、
第
四
十
八
条
の
三
」
に
、「
、
第
百
四
十
条
及
び
」

を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
二
中
「
第
四
十
八

条
第
二
項
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
八
条
の
三
第

二
項
た
だ
し
書
並
び
に
」
を
「
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項

た
だ
し
書
及
び
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
三
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十

四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
省
所
管
補

助
金
等
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日総

務
大
臣

川
端

達
夫

総
務
省
所
管
補
助
金
等
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

総
務
省
所
管
補
助
金
等
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理

府
・
郵
政
省
・
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
補
助
金
等
の
名
称
等
の
欄
中
「
過
疎
地
域
集
落
整

地
域
間
交
流
施
設

備
事
業
費
補
助
金

整
備
事
業
費
補
助
金
」
を
削
り
、 「
過
疎
地
域
等
自
立
活
性

定
住
自
立
圏
等
民
間
投

地
域
活
性
化
・
公
共
投

地
域
活
性
化
・
経
済
危

地
域
活
性
化
・
き
め
細

化
推
進
交
付
金

資
促
進
交
付
金

資
臨
時
交
付
金

機
対
策
臨
時
交
付
金

か
な
臨
時
交
付
金

」
を
「
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推

自
動
車
税
納
付
確
認
電
子
化

進
交
付
金

実
証
実
験
事
業
費
補
助
金
」
に
改
め
、「
情
報
通
信
人
材
研

地
域
情
報
通
信
技

情
報
通
信
技
術
地

修
事
業
費
補
助
金

術
利
活
用
推
進
交
付
金

域
人
材
育
成
・
活
用
事
業
交
付
金
」、「
情
報
通
信
技
術
開

発
支
援
事
業
費
補
助
金
」、「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推

進
交
付
金
」、「
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業
費
補
助

金
」、「
電
波
遮
へ
い
対
策
事
業
費
等
補
助
金
」、「
情
報
通
信

格
差
是
正
事
業
費
補
助
」
及
び
「
防
災
情
報
通
信
設
備
整

備
事
業
交
付
金
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
総
務
省
所
管
補
助
金
等

交
付
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
取
得
し
た

財
産
か
ら
こ
れ
を
適
用
し
、
平
成
二
十
三
年
度
以
前
に

取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
内
閣
府
訓
令
第
九
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平

成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
沖
縄
政
策
担
当
の
項
３
中
「
同
法
」
を
「
同
法
第

１
０
５
条
の
３
第
２
項
の
交
付
金
（
同
法
第
１
０
５
条
の

２
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
事
業
又
は
事
務
の
実
施
に

要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
に
限
る
。）の
交
付
並
び
に
同

法
」
に
改
め
、
同
項
４
中
「
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用

地
の
返
還
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
沖
縄

県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
、「
の
返
還
」
を
「
跡

地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
内
閣
府
訓
令
第
十
三
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平

成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
担
当
の
項
中
８
を
９
と
し
、

７
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８

市
民
活
動
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
経
済
財
政
分
析
担
当
の
項
中
12
を
13
と
し
、
11
を

12
と
し
、
10
を
11
と
し
、９
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10

都
市
安
全
確
保
計
画
策
定
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

™


		2012-04-17T15:01:46+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




